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 論文内容の要旨
 成人教育の実践は、民主主義と社会的権利を求める労働運動や社会運動と手をたずさえて発展
 してきた.しかし、成人教育(日本では社会教育)が社会的権利として制度化されるとともに、
 成人教育とは教室で個別的に学ぶプロセスを意味するように考えられるようになる。したがって、
 成人教育の研究も、一方では、制度や政策の批判的分析に、他方では、こうした学習場面におけ
 る「意識変容」の課程を中心にすすめられるようになる。
 しかしながら、国際的にもこうした学習観を見直す実践的、かつ理論的な提起を受けて、社会
 的活動や社会運動の過程における学びを対象にすえた研究が重要性を増しつつある。ユネスコの
 「学習権宣言」、「ハンブルク宣言」も、こうした「学ぶこと」と「行動すること」を統一した理
 念を強調するものとして確認できる.また、新しい社会運動やNPOなどの市民活動が社会的に注
 目をあつめるようになりつつあるのだが、既存の研究状況を検討するとき、社会運動と学びとの
 関連を追究する研究はいまだ十分ではない。
 本論文は、こうした先行研究の検討をとおして、韓国における女性運動の活動の歴史的展開と
 組織構造の展開を考察しながら、この運動のなかで行われる学びの構造と内容を明かにするとと
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 もに、女性たちのエンパワーメントの過程を分析することを課題とする。これまでも成人教育研
 究は、女性たちの抑圧、挫折、無力感という経験を重視し、そのエンパワーメントをめざしてき
 た。しかし、従来の研究は、それを「親密な空間」における対話をつうじた個人の意識の問題に
 矮小化してきた。本論文では、女性運動をとおした集団としてのエンパワーメントと個人のエン
 パワーメントとの相互関係を明らかにするところに独自の課題がある。具体的には、女性たちが
 社会的疎外と排除をどのように乗り越えたのか、その克服過程でエンパワーメントのためにどん
 な努力をしたのか、その際に、女性運動の成果が諸個人のエンパワーメントにおける差異とどの
 ように結びつくのか、また、学びがそのような意味を逢)つのかを分析する。
 論文は以下の構成である。
序章
 第1章
 第2章
 第3章
 第4章
 第5章
 第6章
 第7章
 第8章
終章
理論的背景
 韓国における女性運動の展開と学び
 水原女性会の組織と活動のダイナミズム
 水原女性会における学びの構造と特徴
 生活政治とエンパワーメントー保育運動を中心に一
 女性運動がつくりだす公共性とエンパワーメント
 ー「よい図書館つくり運動」を事例にして一
 女性運動とグローバル・シティズンシップの可能性
 一女性統一平和運動を事例として一
 文化創造主体としての可能性一女性文化運動を中心に一
 序章において本研究の課題と意義を確認した後、第1章は、本論文の分析視覚を明らかにする
 ため、先行の諸理論を検討する.エンパワーメントの概念を示しつつ、性の平等を求める教育活
 動を研究するため、フェミニスト・ペダコジー理論の成果と論点を検討する.さらに社会運動に
 おける学びを参与的に分析する枠組みとしてユリア・エンゲストロームたちの「文化歴史活動理
 論」の「拡張的学習」の諸概念を整理する.
 第2章は、解放以後の女性運動の歴史的展開を追いながら彼女たちの運動の性格と組織の展開
 と学びとの関連を考察する。!987年の民主化闘争以後、韓国の女性運動は地域を基盤とする運動
 へと広がりと深まりをもつようになる。
 こうした歴史的展開と相即しつつ組織化された水原女性会(以下、「会」という)の結成、運動
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 の課題、そして組織の展開を第3章では考察する.つまり、「会」の組織・活動の転換とそれをめ
 ぐる人びとの葛藤と対立、そして、この矛盾の解決を通した「拡張的学習」とエンパワーメント
 の過程を分析する。
 第4章は、「会」の活動と教育の関係性を教育構造に諸点をあわせ、女性運動とエンパワーメン
 トの関係性について考察する.とりわけ、会員相互のミッションの共有と共感にもとづく対話を
 とおしてすすめられる「班」における学び、そして市民に拓かれる学びを、ノンフォーマル・エ
 デュケーションとして分析する。
 第5章は、女性運動のエンパワーメントにおける意味を確認するため、主に「会」における放
 課後保育運動の展開をとおした組織のエンパワーメントについて考察し、さらに、組織と個人の
 エンパワーメントの関を、インテンシブな聴き取りを通して解明する。
 つづく第6章は、「会」の重要な運動課題の一つであった「よい学校図書館つくり」の運動の意
 義を取り上げる。この運動は、市民・父母・学校・地方政府が共に協力し学校図書館の活性化に
 重要な役割を果たすものであった.さらに社会運動をとおした市民社会を創る女性たちの学びと
 可能性について考察を加えている。
 第7章は、韓国の女性たちの統一平和運動の新たな動向を考察し、その展開過程における学び
 の意義を考える。ローカルの女性たちは生活の場で、日常的にどのように統一平和運動へ取り組
 んでいるか、そのなかで学びはどのような形態としてあらわれ、変容していくかを分析する.
 女性たちが主体性と創造性を発揮しつつ性差別的状況を克服するためには、構造そのものを変
 革する意志と内発的力を必要とする。このためには女性たちの文化的力量を高めることが課題と
 なろう。この第8章では、フェミニズムの視点から文化に関する諸概念を整理するとともに、演
 劇班と映像批評(製作)班の事例をとおして文化活動の意義を明らかにする。
 終章では、これまでの諸章で行った分析の成果を確認しながら、本研究の意義と今後の課題を
 整理する。
 論文審査の結果の要旨
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 本研究は、韓国の女性運動を事例として、この社会運動としての女性運動への参加と学習をと
 おして、女性たちがいかにエンパワーメントするのかを「フェミニスト・ペダゴジー」や「活動
 理論」をとおして明らかにするものである。
 本研究の先駆性と意義は次の3点にまとめられる。
 第1に、成人教育の領域で、女性を中心とする社会運動におけるエンパワーメントの過程を、
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 運動組織の展開における集団と個人、この運動における学習活動の意味をとおして明らかにして
 いる点である。ユネスコやOECDなどの国際的機関の成人教育政策でも女性の社会参加と学びと
 の関連が強調されている.しかしながら、社会運動と成人教育とがどのように関連するのか、と
 いうことについての実証的研究はほとんど行われていない。この意味で、本研究は先駆的なもの
 として評価できる。
 第2に、新たな分析枠組みの適用と発展という点である。本研究では、この社会運動としての
 女性運動を教育学的に探究するため、フェミニスト・ペダゴジーや活動理論を検討し、これを女
 性運動の分析に適用している.とくに、フェミニスト・ペダゴジーは理論的に紹介されてはいる
 が、具体的な分析のなかで十分生かされてるとはいえない現状がある。この点、「演劇活動」や「映
 画批評活動」などの分析で成功しており、また、活動理論にもとづいて女性運動の「拡張的学習」
 (「脱構築的創造」)を分析しつつ、この過程における教育活動の意義を明らかにした点は、活動
 理論そのものの発展をもはかる成果をあげていると評価できよう。
 第3に、分析では水原女性会の運動の展開に焦点をあてているが、グローバリゼーションのも
 とでの成人教育の研究としても意義を持つ.この運動の展開の過程で行政や他の諸団体とのネッ
 トワークを結ぶ過程をとらえており、保育など女性の身近な話題から「平和や南北統一」など個
 別的・ローカルなものとグローバルな課題との結びつきにまで視野を広げている。
 しかしながら、本研究でとりあげた水原女性会が地域女性運動として展開しているゆえに、地
 域のなかでのこの「会」の位置、家族との葛藤や軋轢、他の諸団体との関連など重層的な分析を
 する必要があった。それはエンパワーメントをめぐるパワーの問題をより具体的に分析すること
 につながる課題でもある。
 本論文は、多くの課題を残していることも確かであるが、それはこの研究の先駆性と可能性を
 示すものであり、本研究が示した理論的・実証的な成果の意義をいささかも揺るがすものではな
 い。よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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